
 

定
例
会
提
出
案
件
の
会
派
代
表
へ
の
説
明 

 

都
政
新
報
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

国
保
運
営
協
議
会 

 

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
創
立
50
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

 

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会
・
委
員
会 

定
例
会
前
懇
談
会 

 

弁
護
団
会
議 

 

緊
急
補
正
予
算
・
神
宮
外
苑
の
申
し
入
れ 

 

警
察
消
防
委
員
会 

党
創
立
記
念
講
演 

代
表
質
問
の
た
め
に
品
川
区
内
の
商
店
街
を
調
査 

 

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会 

都
議
会
本
会
議(

開
会
日) 

 

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー(JS

C
)

に
申
し
入
れ 

税
理
士
政
治
連
盟
定
期
大
会
懇
親
会 

 

テ
レ
ビ
東
京
幹
事
長
討
論
番
組
収
録 

 

Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
幹
事
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
収
録 

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会 

都
議
会
情
報
幹
事
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

本
会
議(

代
表
質
問) 

 

本
会
議(

一
般
質
問) 

 

警
察
消
防
委
員
会 

東
京
新
聞
取
材 

田
村
智
子
街
宣(

錦
糸
町) 

 

田
村
智
子
街
宣(

亀
有) 

 

名
誉
都
民
表
彰 

 

い
う
こ
と
が
、
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

を
主
宰
す
る
観
光
協
会
な
ど
関

係
者
の
心
配
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

和
泉
都
議
と
和
泉
事
務
所
は

か
ね
て
か
ら
こ
の
問
題
を
重
視

し
て
、
都
や
区
の
担
当
部
署
や
、

堀
切
と
水
元
の
双
方
の
菖
蒲
田

の
管
理
に
あ
た
っ
て
い
る
造
園

業
者
か
ら
の
話
を
聞
い
た
り
し

て
、
調
査
・
研
究
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。 

三
定
文
書
質
問 

水
元
公
園
の
菖
蒲
田
の
管
理
に
つ
い
て 

「な
ぜ
堀
切
菖
蒲
園
よ
り
見
劣
り
す
る
の
か
」 

設
し
た
当
時
の
橋
に
回
復
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
架
設
し
た
当
時

に
は
な
か
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

機
能
も
加
え
て
、
一
体
的
に
事
業

を
す
す
め
る
ほ
う
が
効
率
的
で

は
な
い
か
、
と
の
質
問
を
行
い
ま

し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
都
は
「
長
寿
命

化
に
つ
い
て
は
『
橋
梁
予
防
保
全

化
計
画
』
で
優
先
順
位
を
決
め
て

い
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す

る
整
備
計
画
で
』
優
先
順
位
を
決

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
事

和
泉
な
お
み
の 

幹
事
長
日
誌 

 

 

 

 

 

  
和泉なおみのさわやかレポート  

 

 

 https://www2.jcp-tokyo.net/izumi/  

生活・年金・法律相談 

日本共産党都議会議員 

和泉なおみ の 

２０２３年 11月８日（水）午後２時より 

事前にお電話ください 

場所 和泉なおみ事務所 

 

なおみの 

さわやか 

エッセー 

ユン・ドンジュ 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
５
日 

火 

 

和
泉
都
議
は
現
在
行
わ
れ
て

い
る
第
三
回
定
例
都
議
会
で

「
水
元
公
園
の
菖
蒲
田
管
理
に

つ
い
て
」
と
い
う
文
書
質
問
を

行
い
ま
し
た
。 

 

水
元
公
園
に
は
九
〇
〇
〇
㎡

の
菖
蒲
田
が
あ
り
毎
年
、
約
二

〇
万
本
の
菖
蒲
が
咲
き
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
堀
切
菖
蒲

園
の
し
ょ
う
ぶ
と
比
べ
て
、
水

元
公
園
の
し
ょ
う
ぶ
の
育
成
状

況
が
悪
く
、
見
劣
り
が
す
る
と

 

東
京
都
も
よ
う
や
く
今
年
に

入
っ
て
調
査
に
乗
り
出
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
和
泉
都
議
は
こ
の
問

題
を
今
回
、
文
書
質
問
に
と
り
あ

げ
ま
し
た
。
都
が
行
っ
て
い
る
調

査
の
目
的
と
内
容
を
聴
く
こ
と
、

水
元
公
園
の
菖
蒲
田
へ
は
小
合

溜
か
ら
延
々
と
水
を
引
い
て
い

た
た
め
に
、
近
年
の
気
候
変
動
で

水
温
が
高
く
な
る
こ
と
や
、
堀
切

菖
蒲
園
の
株
分
け
が
三
年
ご
と

な
の
に
、
水
元
公
園
の
菖
蒲
田
は

五
年
か
六
年
に
一
回
し
か
予
算

が
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
を
質
し

て
い
ま
す
。 

 

和
泉
都
議
の
二
定
文
書
質
問
に
回
答 

堀
切
橋
な
ど
都
の
橋
梁 

「
長
寿
命
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
一
体
的
に
す
す
め
る
こ
と
を
検
討
」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ありがとうございます」というお母さん

に「よけいなことしてごめんなさい」と謝っ

 青年劇場の「星をかすめる風」を観てきました。第二次

世界大戦中、立教大在学中に治安維持法違反で逮捕され、

27歳で獄死した、「尹東柱(ユン・ドンジュ)」という詩人

のお話です。 

日本語を強要される時代にありながら、ハングルで詩を

書き続けたユン・ドンジュ。「私の名前は 645 番ではあり

ません、平沼東柱でもありません。ユン・ドンジュです。」

と民族の誇りとアイデンティティを貫きながら、清新で抒

情的な詩を多く残したユン・ドンジュ。 

 彼の獄死の真相は資料が少なくてわからないというこ

とですが、あの野蛮な時代に、日本共産党の先輩たちがど

れほどひどい拷問を受けたかを考えれば、朝鮮民族である

ことにこだわり続けた彼がどんな目にあったのか想像が

つきます。日本の軍国主義に無残に摘み取られた、みずみ

ずしい感性の若き才能を思うとき、 

あらためて戦争の非人間性を実感 

しました。 

 

９
月
７
日 

木

 

９
月
10
日 

日

 

９
月
12
日 

火

 

９
月
21
日 

木

 

９
月
19
日 

火

 

９
月
14
日 

木

 

４

月

２７

日 

水
 

業
と
し
て
す
す
め
て
い
ま
す
が

一
体
的
に
す
す
め
る
こ
と
で
効

果
的
・
効
率
的
な
整
備
が
可
能
か

検
討
し
ま
す
」
と
回
答
し
ま
し

た
。 

 

同
じ
東
京
都
が
や
る
事
業
で

す
か
ら
一
体
的
に
や
る
ほ
う
が

効
果
的
な
の
は
当
た
り
前
で
す

が
、
都
が
公
式
に
認
め
た
こ
と
が

重
要
で
す
。 

 

堀
切
橋
に
エ
レ 

ベ
ー
タ
ー
を
！ 

の
声
を
都
に
届
け 

る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

 

９
月
20
日 

水

 

９
月
27
日 

水

 

９
月
26
日 

火

 

９
月
22
日 

金

 

10
月
２
日 

月

 

９
月
30
日 

土

 

９
月
28
日 
木

 

９
月
29
日 

金

 

９
月
18
日 

月

 

９
月
15
日 

金

 

＊
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
生
活
・
年
金
・

法
律
相
談
日
は
、
10
月
11
日
の
間
違

い
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。 

 

和
泉
都
議
は
六
月
の
第
二
回

定
例
都
議
会
で
東
京
都
の
「
長
寿

命
化
」
事
業
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
都
が
管
理
し
て
い
る
一
二

二
一
の
橋
の
う
ち
古
く
な
っ
た

橋
で
、
損
傷
や
劣
化
が
あ
る
橋
に

つ
い
て
は
原
因
を
究
明
し
て
、
建

設
当
時
と
同
等
の
性
能
を
回
復

さ
せ
る
事
業
で
す
。 

 

一
九
六
七
年
に
架
設
さ
れ
た

堀
切
橋
も
こ
の
事
業
の
対
象
と

な
り
、
今
年
、
予
算
が
つ
き
ま
し

た
。 

 

そ
こ
で
和
泉
都
議
は
、
単
に
架

 


